
平成２９年度（１０月） 第７回浜北区協議会 次第 
 

日時：平成 29 年 10 月 12 日（木）午後 1 時 30 分から 

会場：浜北区役所 大会議室（なゆた・浜北３階） 

 
１ 開 会 
 
２ 議 事 

(1)諮問事項に対する答申 

平成 30 年度浜北区役所費の予算要求の概要について     【資料 1】 

 

(2)協議事項 

     ア 平成 29 年度浜北区地域力向上事業の提案について    【資料 2】 

 

イ「浜松市のみちづくり計画」基本方針（案）のパブリックコメントの 

実施について                【資料 3】※当日配布 

       

(3)報告事項 

  第２種協働センターを核とした地域課題解決事業について【資料 4】※当日配布 

 
３ その他 

  
(1) その他 

 

 (2) 次回開催日程について 

   
４ 閉 会 



 第１０号様式  

第   号   

平成２９年１０月 日   

  
（あて先）浜松市長 

 

浜北区協議会 

会 長 川上 正芳 印  

 

諮問事項に対する答申について 

 

平成２９年９月２１日付け浜市協第１２１－１号で当協議会に対して諮問のあ

ったことについて、浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例第１１条第１項か

ら第３項の規定に基づき審議した結果、下記のとおり答申します。 

 

 

記 

 

１ 答申内容  別紙第１１号様式のとおり 

資料１



 第１１号様式  

諮問事項に対する答申書 

浜北区協議会 

件 名  平成 30年度浜北区役所費予算要求の概要について 

諮 問 内 容 

 平成 30 年度浜北区役所費の予算要求の概要について区協議会

に諮問するもの。 

答  申 

諮問内容について審議の結果、適切であると認めます。 

 

  

備   考 

 

 

(案) 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 ■諮問事項   □協議事項   □報告事項 

件  名  平成 30年度浜北区役所費予算要求の概要について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

平成 30 年度浜松市予算の編成に関して、浜北区役所費の予算

要求を行う。 
 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 
平成 30 年度浜北区役所費の予算要求の概要について 

諮問するもの。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

答申 平成 29 年 10 月 

担当課 浜北区振興課 担当者 藤本 正明 電話 ５８５－１１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 



 １ 

 第９号様式  

 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 平成２９年度浜北区地域力向上事業の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

【趣旨】 

 地域力向上事業実施要綱第８条に基づき、浜北区役所に提案

された地域力向上事業・助成事業の採択に当たって、浜北区協

議会に意見を求める。 

 

 地域力向上事業実施要綱 

 （実施予定事業の決定） 

 第８条 市長は、助成事業の採択に当たっては、区協議会に 

  意見を求め、その意見を踏まえて実施予定助成事業を決定 

し、提案団体には選考結果通知書により通知するものとす 

る。 

 

 

 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 

 平成２９年度の地域力向上事業・助成事業は、平成２９年１

月から募集を開始した（４月から二次募集中）。今回は９月に提

出された提案について、区行政推進会議で審議したものを提出

する。 

 提案  １件 

 採用  １件 

 不採用 ０件 

※詳細は別紙のとおり 

備 考 

（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 市長は、浜北区協議会の意見を踏まえて、地域力向上事業・

助成事業を決定する。 

担当課 浜北区・区振興課 担当者 藤本 正明 電話 ５８５－１１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

資料２



（単位：円）

■助成事業 予算額 既申請額 今回補助額

3,700,000 2,313,000 1,434,000 既に終了した事業の執行残を活用

内容

時期

場所 担当課：区振興課

平成29年度地域力向上事業提案内容

8

Ｎｏ．

浜北副都心にぎわいづくり事業
　　　　　　　　　　　　　　（1回目）

提案事業名 提案者 概算事業費(円) 行政推進会議検討結果

2,868,000

・大型ショッピングセンターと商店街を結び、
特定エリアの中で回遊性を高める今回の取
り組みは、空き店舗の再利用だけでなく、将
来の空き店舗予測も可能とするものであり、
街の活性化実現に向け、新たな可能性を感
じさせる。
・全国的にまちの商店街がさびれていくなか
で、浜北の核となる施設をキーとして、まちが
活性化していくことにつながってほしい。
・調査・検討会等により、商店街の若返り、に
ぎあいの創出につながることに期待する。
・本事業を通して、遠鉄浜北駅・なゆた浜北
からプレ葉ウォークまでの浜北副都心中心部
における楽しみながら歩いて回遊できるモー
ル街としての魅力が発信され、より多くの人
でにぎわい、浜北副都心エリア全体の活性
化に繋がることに期待する。
・サーキットモールがうまく機能するために、
プレ葉と住み分けができるような独自性を
持ったモールの提案をしてほしい。

継続
事業

残額

-47,000

補助金額
（希望額）(円）

1,434,000

予算内容（金額：円）

主なものは次のとおり

・報償費　 （324,000円）
・印刷費　（978,000円）
・調査委託費
　　　　　　（1,512,000円）

・補助金　 (1,434,000円）
・協賛金   (1,434,000円）

事業の目的・効果

○調査事業
　商店の個別訪問による、後継者の有無、今後の
事業展開を調査し、その調査結果を基に、専門家
を招いて検討会を行い、後継者のいない賃貸可能
店舗への出店希望者とのマッチングなど魅力的な
個店の創出を行う。

○マップ作成事業
　商店や公共施設を掲載した｢サーキットモール編｣
飲食関係のみを掲載した｢ランチ、ほろよい編｣２種
類の回遊マップを作成し、核店舗や公共施設、遠
州鉄道の各駅などへ配布を依頼し、広く周知する。

提案内容

浜北副都心にぎわい創
出隊

【目的】
なゆた・浜北、プレ葉ウォーク、浜北
文化センターには、人が集まっている
が、その周辺を回遊する人はあまり
見られない。この地域に活気ある街
づくりを行い、浜北副都心のにぎわ
いを創出する。
【効果】
浜北副都心エリア全体の活性化を図
り、人々の心を豊かにする。また、多
くの人が楽しい時間を過ごせる街を
形作ることができる。

平成29年11月1日（水）～平成30年2月28日（水）

浜北区貴布祢周辺（なゆた・浜北～プレ葉ウォー
ク）



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 「浜松市のみちづくり計画」基本方針(案)のパブリックコメント実施について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

 現状、課題等） 

○パブリックコメントの実施について 

【目  的】 

上記件名の策定に当たり、パブリックコメント制度を利用し、広く市民

の意見を聞き、計画に反映していくもの。 

【実施期間】平成 29年 10 月 20 日（金）～11月 20 日（月）まで 

【計画策定の背景・経緯】 

「浜松市のみちづくり計画」は、本市の道路行政の指針として平成 19 年

度に策定し、平成 28 年度に計画期間の満了を迎えたことから、次期 10 箇

年（平成 29 年度から平成 38 年度まで）計画として、基本理念、基本方針

及び代表的な道路整備等の事業を策定するもの。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

○計画内容要旨 

①人口減少や少子高齢社会の進展、老朽化する道路施設、発生が懸念される

南海トラフ巨大地震や頻発する局地的豪雨など、道路を取り巻く環境が変

化。 

②道路の観点で産業や観光の発展を支え、長く持続可能な都市の形成を図る

ため、既存道路を“かしこくつかう”、真に必要な道路を“つくる”ことが

必要。 

③多くの道路施設を有し、計画的に維持・修繕等を行い、大規模自然災害や、

痛ましい交通事故から市民を守り、安全・安心で住みよい街を“まもる”

の観点で考えることが必要。 

上記①、②、③等の浜松市の現状・特徴・課題等を踏まえ、みちづくり（つ

くる・つかう・まもる）に関する基本理念、基本方針を設定し、代表的な道路

整備等の事業を道路整備プログラムとして定めた。 

 
【基本理念】 

・安全・安心な暮らしを支え、地域の活力・魅力をはぐくむみちづくり 

【基本方針】 

・拠点間を移動しやすいみちづくり 

・にぎわい・魅力を高めるみちづくり 

・安全・安心なみちづくり 

・災害に強いみちづくり 

・道路施設の適切な維持管理 

【道路整備プログラム】 

・代表的な道路整備等の事業を掲げる。 

備 考 
（答申・協議結果

を得たい時期、今

後の予定など） 

 

担当課 道路企画課 担当者 加藤 貞仁 電話 457-2427 

資料３





�
�
�

12.8 12.0 11.7 11.3 10.7 9.9 9.0 8.3 7.9 7.6 7.3 

52.5 
52.9 

52.7 
50.5 47.9 46.0 44.4 42.4 39.9 36.5 34.0 

11.3 13.7 16.1 18.3 21.1 22.6 23.4 

24.0 24.5 25.4 
25.2 

15%
17%

20%

23%

26%

29% 30%
32%

34%
36%

38%

15%
17%

20%

23%

27%
29%

30%
32%

33%36%
38%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57

76.7 78.6 80.4 80.1 79.6 78.5 76.8 74.8 

72.4 69.5 66.4 

2,668
2,546

2,660 2,750 2,692 2,703 2,741
2,949 2,952

3,264

250 234 184 154 203 193 215 234 221 217

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

0

20

40

60

80

100

120

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

+

131

86

8,482km



�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�

�

�
�

0

20

40

60
51

33

18



�

�

�

�

�

�

�



http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp

 dourokikaku1@city.hamamatsu.shizuoka.jp 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  第２種協働センターを核とした地域課題解決事業について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 
「第２種協働センターを核とした地域課題解決事業」に

ついて、尾野地区において地域の歴史的資源を掘り起こし

紹介する「尾野の今昔文化祭」として事業実施することと

なったので報告する。 

 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

 
別紙のとおり 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 浜北区・まちづくり推進課 担当者 大林 克彦 電話 ５８５－１１５１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

資料４



第２種協働センターを核とした地域課題解決事業について 

 

浜北区・まちづくり推進課 

 

１ 事業名  尾野の今昔文化祭 

 

２ 目的   

浜北区尾野地区には、高根神社や金刀比羅神社等古い寺社をはじめ

多くの古跡が残されている。また、自治会や町内会、各家庭には多く

の古文書や古地図、写真、古道具が保存されているが、地域住民の目

に触れる機会が無いため、これら資料に解説文等を付け加えたものを

展示し、多くの住民が見学する機会を設ける事で郷土愛や地域コミュ

ニケーションの向上を図る。 

 

３ 日時  平成２９年１１月 

 

４ 場所  尾野公民館 

 

５ 事業内容   

 (1)資料の作成及び展示 

   ・尾野地区の古跡を紹介した写真や解説文の作成及び展示 

   ・自治会や町内会、各家庭に保存された古文書や古地図等の展示 

 (2)資料の作成・配付 

   ・尾野の古跡や歴史年表、明示初期の世帯名簿、人口の変動等の

資料を印刷し、尾野地区全戸に配布する。 

 

６ 事業効果 

   同日に開催される赤佐地区文化祭会場の一画に会場を設営するこ

とで多くの住民に尾野の歴史や文化を紹介する事ができ、資料を各

戸配布する事で、住民が地区の歴史・文化を改めて知る機会となる。 


